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神
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静
治
経
部
説
研
究
に
つ
い
て
は
近
年
、
特
に
そ
の
成
果
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
戸
崎
博
士
の
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
著
作
の
一
連
の
研
究
、
木
村
俊
彦
氏
の
ニ
ヤ
ー
ヤ
ビ
ソ
ド
ヴ
の
研
究
で
あ
る
。
ま
た
、
特
に
チ
ベ
ッ
ト
訳
著
の
研
究
に
関
し
て
は
、
御
牧
克
己
氏
が
重
要
か
つ
有
用
な
成
果
を
提
出
さ
れ
て
、
い
わ
ゆ
る
後
期
経
部
学
説
は
非
常
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
初
期
の
学
説
に
つ
い
て
は
ま
だ
不
明
な
点
が
多
い
。
金
字
塔
と
も
い
う
べ
き
、
プ
サ
ン
氏
の
倶
舎
訳
は
こ
の
初
期
学
説
に
つ
い
て
非
常
に
有
益
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。
卒
直
に
見
て
、
私
見
で
あ
る
が
、
こ
の
プ
サ
ン
氏
の
成
果
を
越
え
る
も
の
は
ま
だ
提
出
さ
れ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
、
経
部
の
祖
師
と
い
わ
れ
る
ク
マ
ー
ラ
ラ
ー
タ
師
に
関
し
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。こ
の
論
師
に
つ
い
て
は
近
年
、
加
藤
純
章
氏
が
精
力
的
に
そ
の
成
果
を
提
出
さ
れ
て
い
る
。
氏
の
最
も
新
し
い
論
文
は
、
最
近
、
ラ
モ
ッ
ト
教
授
へ
の
論
文
集
に
載
せ
ら
れ
て
い
て
、
容
易
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
氏
の
中
国
文
献
の
手
続
き
に
関
し
て
、
少
し
甘
さ
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
私
は
思
え
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①
②
陳
寅
恪
鱒
「
童
受
喩
鬘
論
梵
文
残
本
跋
」
(
陳
寅
恪
先
生
文
史
論
集
、
一
九
七
三
年
、
p
p
.
30
9
～
Q。
冨
)
次
に
、
あ
ま
り
見
る
こ
と
が
少
な
い
論
文
を
示
し
て
別
の
角
度
か
ら
の
経
部
説
研
究
へ
の
一
つ
の
手
が
か
り
と
し
た
い
。
劉
定
權
「
経
部
義
」
現
代
佛
教
学
術
叢
刊
(
原
載
未
見
)
「
経
部
義
」
劉
定
槽
第
一
章
経
部
之
起
源
試
訳
稿
こ
の
章
は
、
ク
マ
ー
ラ
ラ
ー
タ
師
を
二
人
と
し
、
加
藤
氏
の
論
旨
と
対
比
さ
れ
る
。
ω
引
用
文
献
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。
②
訳
文
は
も
と
よ
り
正
確
と
は
い
え
ず
、
大
体
の
意
訳
で
あ
る
。
一
、
経
部
の
起
源
経
部
の
起
源
を
考
え
る
と
、
数
説
あ
り
。
異
部
宗
輪
論
で
は
、
「
至
第
四
百
年
初
従
説
一
切
有
部
復
出
一
部
名
経
量
部
ノ
亦
名
説
転
部
ノ
自
称
我
以
慶
喜
為
師
。」
述
記
で
は
「
此
師
唯
依
経
為
正
量
不
依
律
及
対
法
ノ
凡
所
援
拠
以
経
為
証
ノ
即
経
部
師
従
所
立
為
名
。
経
量
部
亦
名
説
転
部
者
ノ
此
師
説
有
種
子
唯
一
種
子
現
在
相
続
至
後
世
故
言
説
転
ノ
至
下
当
知
。
旧
云
説
度
部
ノ
然
結
集
時
尊
者
慶
喜
専
弘
経
蔵
ノ
今
即
以
経
為
量
ノ
故
以
慶
喜
為
師
ノ
従
所
立
為
部
名
。
満
慈
弘
宣
対
法
ノ
近
執
弘
毘
奈
耶
ノ
既
不
依
於
対
法
及
律
ノ
故
今
唯
以
慶
喜
為
師
也
。」
三
論
玄
義
で
は
「
三
百
年
中
従
薩
婆
多
部
又
出
一
部
名
説
度
部
ノ
謂
五
陰
従
此
世
度
至
後
世
得
治
道
乃
滅
。
亦
名
説
経
部
ノ
謂
唯
経
蔵
為
正
ノ
餘
二
皆
成
経
耳
。」
こ
の
三
論
玄
義
の
説
は
大
体
前
説
と
同
じ
で
あ
る
が
年
代
が
少
し
早
い
。
こ
の
部
派
の
祖
師
に
つ
い
て
は
、
倶
舎
光
記
六
「鳩
摩
羅
多
此
云
豪
童
ノ
是
経
部
祖
師
ノ
於
経
部
中
造
喩
鬘
論
、
癡
鬘
論
、
顕
了
論
等
。
経
部
本
従
説
一
切
有
部
中
出
ノ
以
経
為
量
名
経
部
ノ
執
理
為
量
名
説
一
切
有
部
。」
こ
の
師
の
時
代
と
地
域
に
つ
い
て
、
西
域
記
、
咀
叉
始
羅
国
の
頃
「昔
経
部
拘
摩
羅
邏
多
(唐
言
童
受
)
論
師
於
此
製
述
諸
論
。」
同
、
蝎
盤
陀
国
の
項
無
憂
王
命
世
ノ
即
其
宮
中
建
搴
堵
波
。
其
王
於
後
遷
居
宮
東
北
隅
ノ
以
其
故
宮
為
尊
者
童
受
論
師
建
僧
伽
藍
。
尊
者
咀
叉
始
羅
国
人
也
。
日
誦
三
万
二
千
言
ノ
兼
書
三
万
二
千
字
。
其
所
製
論
凡
数
十
部
ノ
即
経
部
本
師
也
。
当
此
之
時
東
有
馬
鳴
ノ
南
有
提
婆
ノ
西
有
龍
猛
ノ
北
有
童
受
ノ
号
為
四
日
照
世
、
故
此
国
王
聞
尊
者
盛
徳
ノ
興
兵
動
衆
伐
咀
叉
始
羅
国
脇
而
得
之
ノ
建
此
伽
藍
式
昭
瞻
仰
。」
こ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
師
は
咀
叉
始
羅
に
生
ま
れ
、
竭
盤
陀
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
師
の
年
代
に
つ
い
て
、
二
つ
の
説
が
あ
る
。
一
つ
は
、
西
域
記
の
"
四
日
照
世
"
の
説
に
よ
っ
て
、
仏
滅
後
、
五
、
六
百
年
と
す
る
。
も
う
一
つ
は
、
三
論
玄
義
の
次
の
記
述
に
よ
る
。
「有
訶
梨
跋
摩
高
足
弟
子
序
其
宗
日
…
成
実
論
者
仏
滅
度
後
九
百
年
内
有
訶
梨
跋
摩
此
云
師
子
鎧
之
所
造
也
、
其
人
本
是
薩
婆
多
部
鳩
摩
羅
陀
弟
子
。」
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
師
は
仏
滅
後
、
八
、
九
百
年
の
人
と
な
る
。
ま
た
唯
識
述
記
八
に
よ
れ
ぽ
「此
破
日
出
論
者
ノ
即
経
部
本
師
ノ
仏
去
世
後
一
百
年
中
ノ
北
天
竺
怛
刀
翅
羅
国
有
鳩
摩
邏
多
此
言
童
首
ノ
造
九
百
論
。
時
五
天
竺
有
五
大
論
師
ノ
喩
如
日
出
明
導
世
間
ノ
名
日
出
者
。
以
似
於
日
、
M
亦
名
譬
喩
師
。
或
為
此
師
造
喩
鬘
論
集
諸
奇
事
ノ
名
譬
喩
師
ノ
経
部
之
種
族
ノ
経
部
以
此
所
説
為
宗
。
当
時
猶
未
有
経
部
ノ
経
部
四
百
年
中
方
出
世
故
。L
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
師
は
仏
滅
後
一
百
年
中
に
生
ま
れ
た
こ
と
に
な
り
、
諸
説
に
く
ら
べ
て
早
い
こ
と
に
な
る
。
西
域
記
に
よ
れ
ば
、
こ
の
師
は
無
憂
王
の
後
に
い
た
こ
と
に
な
る
。
旧
伝
は
無
憂
王
は
如
来
涅
槃
後
一
百
年
に
名
盛
が
あ
っ
た
と
伝
う
、
最
近
の
考
証
に
よ
れ
ぽ
阿
育
王
の
灌
頂
は
丁
度
、
仏
滅
後
二
百
十
九
年
に
な
り
、
こ
の
一
百
年
と
い
う
の
は
阿
育
王
時
代
の
誤
り
に
な
ら
っ
て
誤
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
結
論
的
に
言
え
ば
、
こ
の
師
の
年
代
は
早
く
て
も
仏
滅
後
百
年
よ
り
以
前
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
か
つ
、
す
で
に
経
部
の
本
師
に
な
っ
て
い
る
か
ら
経
部
成
立
の
後
よ
り
以
後
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
、
そ
れ
故
、
遅
く
と
も
仏
滅
後
第
四
百
年
初
を
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
。
"
四
日
照
世
"
の
説
に
関
し
て
、
師
以
外
の
三
人
は
同
じ
時
代
で
な
い
と
い
う
の
も
そ
の
通
り
で
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
唯
識
述
記
が
述
べ
る
"
五
師
日
出
の
喩
μ
は
そ
の
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
詳
し
く
わ
か
ら
な
い
が
時
代
は
仏
滅
一
百
年
中
で
あ
る
。
馬
鳴
、
提
婆
、
龍
猛
と
並
ん
で
記
述
さ
れ
て
い
る
の
も
ま
た
疑
わ
し
い
。
訶
梨
跋
摩
が
師
と
す
る
人
物
は
別
の
鳩
摩
羅
陀
で
あ
ろ
う
。
弟
子
は
こ
の
人
物
が
薩
婆
多
部
に
属
す
る
と
述
べ
る
か
ら
。
譬
喩
師
の
名
は
異
部
宗
輪
論
に
見
え
な
い
と
は
い
え
、
唯
識
述
記
は
次
の
ご
と
く
述
べ
る
。
要
約
し
て
述
べ
る
と
、
譬
喩
師
は
経
部
よ
り
先
に
存
在
し
経
部
の
基
盤
と
な
っ
た
、
と
い
う
の
は
経
部
は
仏
滅
後
、
四
百
年
に
世
に
現
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。
玄
奘
が
述
べ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
婆
沙
の
結
集
も
ま
た
、
仏
滅
後
、
四
百
年
で
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
経
部
が
世
に
あ
ら
わ
れ
た
時
と
同
じ
で
あ
り
、
経
部
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
は
そ
れ
以
後
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
唐
訳
の
記
沙
に
は
経
部
師
の
義
が
二
つ
あ
り
、
北
涼
の
旧
訳
に
は
そ
の
文
が
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
唐
訳
巻
三
は
"
正
性
離
繋
"
を
譬
喩
師
の
説
と
し
、
涼
訳
巻
一
は
あ
る
人
の
説
と
す
る
譬
喩
が
部
派
と
な
っ
て
い
た
の
は
そ
ん
な
に
早
い
こ
と
で
は
な
い
、
と
す
る
証
左
と
な
る
。
唐
訳
一
百
三
十
一
(
婆
沙
論
)
は
、
「
西
方
諸
師
譬
喩
尊
者
説
色
於
色
無
同
類
因
ノ
如
前
雑
蘊
同
類
因
中
已
広
分
別
。
」
唐
訳
巻
十
七
は
「
外
国
諸
師
有
作
是
説
。」
と
す
る
。
涼
訳
巻
十
が
譬
喩
老
の
説
と
す
る
の
を
考
え
る
、
と
こ
の
"
譬
喩
者
"
は
す
な
わ
ち
"
譬
喩
尊
者
"
で
あ
る
。
婆
沙
が
述
べ
る
譬
喩
者
の
名
前
は
も
し
か
す
る
と
一
部
派
を
示
し
て
い
る
の
で
な
く
、
一
人
の
人
物
を
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
鳩
摩
羅
多
、
そ
の
人
で
あ
ろ
う
か
?婆
沙
以
後
、
倶
舎
論
、
順
正
理
論
、
中
観
釈
論
、
唯
識
述
記
な
ど
が
記
述
す
る
"
経
部
譬
喩
者
"
は
す
べ
て
、
経
部
と
譬
喩
者
と
区
別
し
て
記
述
し
て
い
る
。
唯
識
述
記
二
十
一
は
「
今
此
設
遮
経
部
ノ
兼
破
譬
喩
師
。
譬
喩
師
是
経
部
異
師
ノ
即
日
出
論
者
ノ
是
名
経
部
。
此
有
三
種
…
一
、
根
本
ノ
即
鳩
摩
羅
多
。
二
、
室
利
羅
多
ノ
造
経
部
毘
婆
沙
ノ
正
理
所
言
上
座
是
。
三
、
但
名
経
部
。
以
根
本
師
造
結
鬘
論
広
説
譬
喩
名
譬
喩
師
ノ
従
所
説
為
名
也
。
其
実
総
是
一
種
経
部
。」
基
論
師
の
言
葉
は
以
上
の
ご
と
く
で
あ
る
。
順
正
理
論
は
常
に
、
"
譬
喩
"
"
上
座
"
"
経
部
μ
を
区
別
し
て
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
順
正
理
論
巻
十
八
は
「
此
中
上
座
作
是
釈
言
」
同
じ
巻
十
八
で
上
述
の
文
の
後
で
「
非
譬
喩
者
可
作
是
言
」
同
、
巻
三
は
「
故
彼
上
座
及
餘
一
切
譬
喩
部
威
作
是
説
」
順
正
理
論
が
述
べ
る
譬
喩
者
と
は
特
定
の
人
物
を
示
す
の
で
は
な
く
、
譬
喩
者
の
中
の
一
人
、
す
な
わ
ち
、
"
上
座
"
を
示
し
て
い
る
の
を
知
る
。
同
巻
三
十
五
は
「
此
中
上
座
作
如
是
誦
。
彼
作
是
説
ノ
経
部
諸
師
所
誦
経
中
曽
見
有
此
。」
こ
れ
に
よ
れ
ば
"
上
座
"
は
ま
た
経
部
師
の
一
人
で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
同
、
巻
七
が
譬
喩
部
師
が
批
判
す
る
説
を
、
倶
舎
論
巻
二
は
経
部
諸
師
の
説
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
譬
喩
部
も
経
部
の
一
部
で
あ
る
証
左
と
な
り
、
基
論
師
の
言
葉
は
間
違
っ
て
は
い
な
い
。倶
舎
光
記
三
十
六
は
「
経
部
中
室
利
羅
多
此
名
執
勝
ノ
正
理
呼
為
上
座
。
」
正
理
十
九
は
(
順
正
理
論
巻
十
九
)
「
但
是
上
座
其
年
衰
朽
。
」
同
二
十
「
尚
年
已
過
居
衰
耄
時
。
」
同
二
十
五
「
如
是
上
座
凡
有
所
言
親
教
門
人
及
同
見
尚
不
承
信
ノ
東
方
貴
此
実
謂
奇
哉
!
」
同
二
十
六
「
悲
哉
!
東
土
聖
教
無
依
。
」
「
惑
乱
東
方
愚
信
族
類
。
」
同
二
十
七
「
詳
彼
但
応
欺
東
方
者
。
」
4
同
八
十
「
現
見
東
方
証
法
衰
微
教
多
隠
没
ノ
北
方
証
法
猶
増
盛
故
。
」
こ
れ
ら
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
上
座
す
な
わ
ち
執
勝
は
当
時
、
年
老
い
て
東
方
地
域
を
教
化
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
セ
イ
ロ
ン
等
の
伝
で
は
、
説
転
部
と
説
経
部
を
区
別
す
る
。
こ
れ
は
東
晉
に
訳
さ
れ
た
舎
利
弗
問
経
と
同
じ
で
あ
る
。
異
部
宗
輪
論
お
よ
び
三
論
玄
義
は
異
名
と
解
す
る
。
舎
利
弗
問
経
は
、
経
量
、
飲
光
は
上
座
よ
り
出
た
と
し
、
異
部
宗
輪
論
と
は
異
っ
て
い
る
が
、
南
海
寄
帰
内
伝
が
上
座
を
三
つ
に
分
け
、
有
部
が
四
つ
に
分
け
て
い
る
説
に
近
い
。
今
は
か
り
に
記
述
し
将
来
の
考
証
を
期
待
す
る
。
N
鋤
m
a
r
�
p
a
s
a
m
帥
s
a
の
心
心
所
相
応
論
の
考
察
　
勝
木
太
一
N
�
m
a
r�
p
a
sa
m
�
sa
は
、
ケ
ー
マ
尊
師
に
よ
っ
て
著
わ
さ
れ
た
も
の
で
、
俗
に
巴
利
九
註
と
い
わ
れ
る
も
の
の
一
書
で
あ
る
。
こ
の
書
に
は
ど
う
も
二
系
統
の
写
本
が
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
本
書
の
成
立
年
代
は
'
内
容
か
み
て
'
A
b
h
id
a
n
m
a
tth
sa
n
g
a
h
a
ti1
近
い
こ
と
か
ら
A
n
u
r
a
d
a
と
同
時
代
か
、
そ
れ
以
後
と
考
え
ら
れ
、
お
よ
そ
5
～
6
世
紀
初
め
頃
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
書
の
有
す
意
義
は
89
心
の
分
類
定
義
と
、
心
作
用
に
よ
る
分
類
を
詳
細
に
定
義
し
て
い
る
点
で
、
名
色
の
関
係
を
明
確
に
す
る
た
め
の
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
ま
た
言
語
に
よ
る
内
含
や
同
義
異
音
に
つ
い
て
も
詳
し
く
の
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
他
の
八
註
に
は
見
出
し
が
た
い
も
の
で
注
目
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
2
N
�
m
a
r�
p
a
sa
m
�
sa
は
前
半
部
分
で
89
心
の
分
類
を
①
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
・
出
世
間
界
②
色
等
起
・
威
儀
路
③
無
因
・
一
因
・
二
因
・
三
因
④
善
心
・
不
善
心
・
異
熟
心
・
唯
作
心
⑤
転
向
・
見
・
触
・
領
受
・
推
度
・
確
定
・
二
住
立
・
三
住
立
・
四
住
立
・
五
住
立
・
結
生
・
被
所
縁
・
笑
・
有
分
・
死
の
よ
う
に
様
々
な
角
度
か
ら
け
ん
と
う
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
r�
si
(
=
k
h
a
n
d
h
a
)
に
よ
る
分
類
は
、
他
書
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
も
の
で
、
特
に
心
所
と
の
相
応
を
明
確
に
す
る
た
め
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
心
々
所
相
応
?d
r
A
b
h
id
h
a
m
�
v
a
t�
r
a
L
も
か
な
り
詳
細
に
の
べ
て
い
る
が
'
N
�
m
a
r
�
p
a
sa
m
�
sa
は
い
わ
ば
、
r
�
s
i
に
よ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
類
の
あ
と
に
「
語
を
決
定
し
て
い
る
も
の
」
と
い
う
よ
う
に
④
純
粋
語
@
区
分
さ
れ
る
も
の
⑳
区
分
さ
れ
ぬ
も
の
。
と
分
け
て
、
本
質
を
明
確
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
パ
ー
リ
の
教
理
で
は
52
心
所
以
上
を
数
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
N
�
m
a
r�
p
a
sa
m
�
sa
Q
心
所
の
の
べ
方
は
、
〉
び
幹
や
V
ism
.
に
は
全
く
み
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
心
の
作
用
を
ふ
ま
え
て
、
そ
の
成
立
の
本
質
が
ど
こ
に
あ
る
か
と
い
う
認
識
論
的
問
題
を
テ
ー
マ
と
す
る
と
い
う
態
度
に
よ
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
N
�
m
a
r
�
p
a
sa
m
�
sa
は
心
心
所
相
応
の
問
題
を
中
心
と
し
て
、
そ
れ
の
成
立
の
形
態
の
様
相
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
観
点
は
「
法
」
の
論
理
性
の
立
場
を
考
え
る
も
の
で
な
く
、
認
識
主
体
の
そ
の
作
用
を
な
さ
し
め
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
探
究
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
は
い
っ
て
も
や
は
り
⇔
鋤
B
p
は
受
想
行
識
と
同
義
で
あ
る
か
ぎ
り
、
色
と
の
結
合
に
よ
っ
て
認
識
を
成
立
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
主
体
的
認
識
の
成
立
を
決
定
す
る
も
の
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
テ
ー
マ
は
中
心
と
し
て
す
え
ら
れ
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
の
で
あ
る
。
　
N
�
m
a
r
�
p
a
sa
m
�
sa
が
心
の
分
類
に
よ
っ
て
89
心
の
性
格
を
明
確
に
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
さ
ら
に
心
所
と
の
つ
な
が
り
を
考
慮
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
善
心
所
で
は
17
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
(r
�
si)
Q
分
類
で
心
所
の
性
質
を
明
ら
か
に
し
、
各
心
に
ど
の
心
所
が
相
応
し
て
い
る
か
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
"
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
教
え
ら
れ
た
56
心
所
と
略
さ
れ
た
心
所
4
心
所
の
60
心
所
が
、
89
心
の
う
ち
の
ど
の
「
心
」
に
相
応
し
、
そ
の
心
の
相
応
す
る
心
所
が
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
(r
a
si)
に
入
る
か
を
分
析
し
て
い
る
の
が
'
N
�
m
a
r
�
p
a
sa
m
�
sa
Q
心
心
所
論
の
テ
ー
マ
で
あ
る
(
注
l
)
°
こ
の
17
Q
r
�
si
tiJ
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
心
に
相
応
す
る
心
所
を
摂
し
て
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
一
例
と
し
て
「
喜
倶
智
相
応
無
行
」
(
注
二
)
心
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
よ
う
。
表
に
ま
と
め
た
も
の
を
見
る
と
、
「喜
倶
智
相
応
無
行
」
心
に
相
応
す
る
心
所
が
、
30
法
で
あ
る
こ
と
が
の
べ
ら
れ
、
そ
の
30
法
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
に
し
て
重
復
を
明
確
に
し
て
い
る
。
即
ち
、
区
分
さ
れ
る
も
の
「
心
よ
り
慧
」
の
12
は
重
復
を
数
え
て
38
で
、
「
区
分
さ
れ
ぬ
も
の
」
が
、
30
法
の
純
粋
語
の
残
り
の
B
で
あ
り
、
全
て
で
56
と
な
り
、
省
略
さ
れ
た
も
の
を
入
れ
る
と
60
心
所
と
な
る
。
さ
ら
に
「
不
定
で
略
さ
れ
た
も
の
」
を
加
え
る
と
65
心
所
と
な
る
。
こ
の
省
略
さ
れ
た
9
心
所
は
「
聖
典
」
に
省
略
さ
れ
た
も
の
で
、
法
集
論
に
は
見
い
だ
せ
な
い
も
